
項  目 内     容 

開会 

14：00～ 
 欠席者 委員２名  

会長あいさつ 会長 あいさつ 

１.第２期稲美

町子ども・子育

て支援事業計画

の評価・実績に

ついて 

議題① 「第2期稲美町子ども・子育て支援事業計画の評価・実績について」 

（説明：事務局） 

【要点】 

令和４年度から変更のあった主な２つの事業の報告。1つ目がいなみっこ

ママサポート事業で、妊娠期からの訪問指導の回数を計2回から計4回に変

更。これにより一層切れ目のない支援体制を充実。2つ目にこども医療費助

成制度の対象年齢の拡大について。中学3年生から高校3年生まで対象者を

拡げた。 

 

第2期子ども・子育て支援事業計画における各事業の計画値に対する進捗

状況を報告。 

幼稚園及び認定こども園の幼稚園部では量の実績値と確保の実績値が令

和3年度と比較して増加している。延長保育事業においても令和4年度の実

績値はやや増加となっている。 

放課後児童クラブに関しては、量の実績値は年々少しずつ増加している

が、十分な数を確保することができている。 

 

【質疑応答】 

（会長） 

説明内容以外のところから質問を1つ。「障害のある子どもへの支援充実

のために」という項目がある。稲美町では発達障害の子どもたちにどのよ

うな支援をしているか。現場の様子も教えてほしい。 

 

（委員） 

就学については、子どもに合わせてどの学級や学校で学ぶのが良いか等、

専門家を交えながら、障害に関する相談を受け付けている。学校のほうか

ら相談を受けた中で、特別指導教育補助員の配置をするなど個々に応じた

対応を努めている。 

 

（委員） 

保育所については、集団のペースに合わせられない子どもたちへの対応

などを行政の保健師に相談をさせていただいている。きめ細やかに対応し



てくださっている。 

 

（事務局） 

障害児の支援について、障害児保育事業補助金を障害児の受け入れ促進

という意味で、保育所に支給している。また、保育所等カウンセラー事業

補助金というのも交付させていただいている。 

 

（委員） 

放課後児童クラブでも障害のある子どもの受け入れがあるが、保護者と

どのような連携がされているか。 

 

（委員） 

町内5校の小学校にある放課後児童クラブにおいて、保護者から障害支援

の申し出があれば、支援を行う補助員を付けることで支援の充実に努めて

いる。 

 

（委員） 

そういった支援を受ける子どもは手帳等を持っているのか。また、手帳

は誰がどのように取得の判断をするのか。 

 

（委員） 

基本的には医師の判断になる。また、障害福祉サービスを利用される際

は、手帳の取得が無くても医師の診断があれば受けることができる。 

 

（副委員長） 

放課後児童クラブのサービスを受けるための意見書なども書かせてもら

っている。ただ、診断はドクターによるもの。ドクターによって親御さん

の話から手帳の取得を勧めることもある。 

 

（委員） 

幼稚園でも、指導補助員を障害のある子たちが生活しやすいようにつけ

ていただいている。園児に応じて、学級や学校の判断を教育支援委員会に

かけて判断している。また、隣接する小学校から支援学級の先生が来園し

て、子どもたちの様子を見に来てくれている。 

 

 



（事務局） 

障害児保育の観点では、令和3年度から手帳を持っていなくても、補助要

綱にある20項目のうち概ね10項目以上が当てはまる3歳児以上の園児は、保

健師や園長先生と相談しながら、軽度の障害児と認定している。 

2.子ども・子育

て支援事業計画

のスケジュール

について 

議題② 「子ども・子育て支援事業計画のスケジュールについて」 

（説明：事務局） 

【要点】 

令和7年度から始まる新計画のアンケートを本年度の2月か3月頃に実施

予定。新計画のアンケートは現計画策定時に行ったアンケートを参考にし

て策定する予定。 

４．その他 その他 

 （説明：事務局） 

 【要点】 

来年度保育所入園の選考を現在行っており、昨年度より申込者数が増加

している。結果を1月中旬ごろに通知し、その後、枠があれば2次選考を行

う予定。 

保育所申し込みに必要な書類の一つである就労証明書の様式に変更があ

った。国からの指示で全国統一の様式へ変更した。 

 

令和7年4月1日から社会福祉法人稲美福祉会が合計19名の園児を受け入

れられる小規模事業所を設置する予定。 

 

委員の任期について。今期は令和6年1月31日まで。次期が令和6年2月1日

～令和8年1月31日まで。公募委員は現在2名の応募があり、選考中。 

 

（委員長） 

私のほうから意見を一つ。資料に記載のある幼稚園に関する文言に違和

感がある。幼稚園教育要領などをご確認いただいて再度練り上げてほしい。 

 

（事務局） 

状況に合わせて修正していきたい。ご意見ありがとうございます。 

閉会 

15:00 

閉会のあいさつ 

(副委員長) 

 

解散 

 


